
5 月 15 日発行
200818

3月議会の傍聴者より
お聞きしました。

　

村
当
局
や
村
議
会
は
、
住
民
特
に
高

齢
者
の
生
活
や
福
祉
等
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
を
知
り
た
く
傍
聴
し
ま

し
た
。

　

議
場
内
は
静
粛
な
中
に
も
議
場
ら
し

い
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
た
が
、
住
民
の

生
活
維
持
や
地
域
の
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
が
、
今
ひ
と
つ
も
物
足
り
な
か
つ

た
。
議
員
の
質
問
内
容
は
多
岐
に
わ
た

り
私
の
学
習
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
た

だ
、
も
う
少
し
住
民
の
具
体
的
な
生
活

や
生
の
声
を
反
映
で
き
る
手
立
て
を
講

じ
て
ほ
し
い
。

　

テ
レ
ビ
で
見
る
国
会
と
異
な
り
、
静

か
な
議
論
で
し
た
。
常
日
頃
の
活
動
状

況
が
多
少
な
り
と
も
感
じ
取
れ
、
今
後

と
も
行
政
の
チ
エ
ッ
ク
機
関
と
し
て
機

能
し
て
ほ
し
い
。

　

地
元
に
関
す
る
活
動
状
況
や
そ
の
成

果
な
ど
を
ミ
ニ
レ
ポ
等
で
知
ら
せ
、
そ

の
時
々
の
村
政
課
題
に
対
す
る
取
り
組

み
姿
勢
を
示
し
、
若
年
層
の
定
住
に
配

慮
し
て
ほ
し
い
。
日
本
一
の
村
と
し
て

誇
れ
る
施
策
を
、
会
派
を
越
え
て
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
る
「
村
づ
く
り
」
に
邁
進
し

て
下
さ
い
。

　

施
政
方
針
演
述
は
、
地
域
は
み
ん
な

で
創
る
、
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、

対
話
、
情
報
公
開
・
情
報
発
信
を
進
め

「
協
働
」
に
よ
る
村
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、

重
点
的
効
率
的
に
、
産
業
振
興
・
少
子

高
齢
化
対
策
・
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
・
安
心
安
全
・
健
康
づ
く
り
日
本
一

の
村
を
つ
く
り
た
い
、
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
淡
々
と
し
た
謙
虚
な
姿
勢

か
ら
村
長
さ
ん
の
誠
実
さ
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。

　

欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
深
く
具
体
的
な
施
策
が
あ
っ
た
ら
と

感
じ
ま
し
た
。

　

二
度
目
の
傍
聴
で
す
が
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一
部

の
方
々
に
配
送
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

全
村
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
の
代
表
と
し
て
、
今

以
上
に
地
域
住
民
の
声
を
聞
い
て
、
議

会
で
質
問
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
村
内
に
は
、
国
や
県
の
土
地

が
多
く
あ
り
、
払
い
下
げ
に
努
力
し
て

い
た
だ
き
企
業
誘
致
・
雇
用
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
一
の
村
も
活
性
化

す
る
の
で
は
。

　

提
出
し
た
請
願
「
酪
農
危
機
支
援
」

の
採
決
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
初
め
て

議
会
傍
聴
に
き
ま
し
た
。

　

議
場
に
入
っ
て
驚
い
た
の
は
、
意
外

と
皆
さ
ん
が
礼
儀
正
し
い
ん
だ
な
と
い

う
こ
と
で
す
。
話
を
聞
い
て
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
は
、
質
疑
と
討
論
の
意
味
で

す
。
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
質
疑
は
村

と
の
や
り
取
り
で
、
討
論
は
議
員
同
士

の
意
思
表
明
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
聞
い
て
面
白
い
の
は
や
っ
ぱ

り
質
疑
の
ほ
う
で
し
た
ね
。
酪
農
経
営

が
、
大
変
な
危
機
に
陥
っ
て
い
る
な
か
、

村
も
具
体
的
な
支
援
を
も
っ
と
や
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

唐
木　

郁
夫
さ
ん（

葉
の
木
沢
山
）

東
根　

弘
子
さ
ん（

野
沢
）

佐
々
木
佐
次
郎
さ
ん（
鵜
飼
西
）

松
浦　

憲
一
さ
ん（
野
沢
）

土
屋　

卓た
く
じ之

さ
ん（
盛
岡
）
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■議会のうごき 平成 20年 2月 5日～平成 20 年 5月 14 日（抜粋）

 6 ～ 7日 全国基地協議会第 71 回総会（議長）
 13 日 議会運営委員会
 13 日 滝沢村特別表彰表彰式（正副議長）
 15 日 並行在来線に関する合同要請（議長）
 18 日 陸上自衛隊岩手駐屯地創立 50周年記念祝賀会（議長）
 20 日 総務常任委員会
 20 日 教育民生常任委員会
 22 日 産業建設常任委員会
 22 日 岩手県町村議会議長会定期総会（議長）
 29 日 議会運営委員会・議員全員協議会

 1 日 食育推進のつどい（議長）
 7 日 議会運営委員会・議員全員協議会
 14 日 議会運営委員会・議員全員協議会
 21 日 議会運営委員会・議員全員協議会
 25 日 議員全員協議会
 26 日 滝沢村睦大学終了式（議長）
 27 日 滝沢村統計調査員協議会設立４０周年記念式典（議長）
 28 日 滝沢村シルバー人材センター第７回通常総会（議長）
 31 日 企業立地調印式（議長）

 8 日 滝沢村睦大学入学式（議長）
 12 日 滝沢村地域婦人団体連絡協議会総会（議長）
 12 日 滝沢村さんさ踊り保存会定期総会（議長）
 16 日 滝沢村民生児童委員協議会総会（副議長）
 17 日 チャグチャグ馬コ同好会滝沢支部定期総会（議長）
 23 日 岩手郡町村議会議長会通常総会（議長）
 23 日 滝沢村特別表彰表彰式（副議長）
 29 日 鞍掛山山開き式（議長）

 3 日 滝沢村遺族会総会（議長）

2月

3月

4月

5月

■議長交際費 内訳／2月～4月
月 冠婚葬祭 お祝、会費
2 0件 0円 2件 17,000 円
3 0 件 0円 2件 12,000 円

19年度合計 6 件 60,000 円 45 件 237,500 円
4 2 件 25,000 円 4 件 30,000 円

懇談会を2団体と開催!
　2月26日に村学童保育連絡協議会と3
月7日には村PTA連絡協議会と議員との
懇談会を開催しました。
　活発な意見交換がなされました。

情報 公開■19年度滝沢村議会政務調査費
（19年5月～20年3月までの11カ月分）

新志会
（9人）

春緑クラブ
（4人）

しののめ会
（4人） 相原孝彦 桜井博義 斉藤健二 武田猛見 川原　清 計

政 務 調 査 費 1,980,000円 880,000円 880,000円 220,000円 220,000円 220,000円 220,000円 220,000円 4,840,000円

精 算 額 1,736,927円 574,865円 817,942円 220,000円 159,440円 120,465円 220,000円 220,000円 4,069,639円

剰 余 額 243,073円 305,135円 62,058円 0円 60,560円 99,535円 0 円 0円 770,361円

執 行 率 87.72％ 65.33% 92.95% 100% 72.47% 54.76% 100% 100% 84.08%

支
出
内
訳
（
報
告
書
）

調 査 研
究 費 564,144円 325,840円 271,065円 58,100円 ̶ ̶ ̶ ̶ 1,219,149円

研 修 費 1,060,543円 219,010円 254,380円 131,035円 124,140円 67,390円 212,134円 106,454円 2,175,086円

会 議 費 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

資 料 作
成 費 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

資 料 購
入 費 97,960円 29,280円 75,522円 32,220円 35,300円 53,075円 103,024円 86,961円 513,342円

広 報 費 ̶ ̶ 105,000円 ̶ ̶ ̶ ̶ 32,500円 137,500円

事 務 費 14,280円 ̶ 1,240円 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 15,520円

そ の 他 ̶ 735円 110,735円 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 111,470円

計 1,736,927円 574,865円 817,942円 221,355円 159,440円 120,465円 315,158円 225,915円 4,172,067円

政務調査費とは
調査研究活動をするために必要な経費の
一部として政務調査費を会派または議員
に対して交付する。
議員月額 20,000 円（所属議員の数）

項目

会派
議員名

※支出内訳は報告書どおりの掲示になっており、政務調査費と支出内訳の差額は個人負担となります。また「その他」には会派事務所経費が含まれます。


